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研究成果の概要（和文）：中学校技術科の生物育成は平成24年度に必修化されたが，学習対象の枠組みすら明確
に定まっておらず，農林水産の分野間で教育の共通化も図られていなかった。これを受けて本科研では教科内容
学の所見を基に，生物育成において生徒が各発達段階で修得すべき技術的な事実，概念，能力を明らかにし，学
習内容を構成する普遍的な基礎概念の枠組みを明示した。結果として，生物生産を構成する「一次生産」，「二
次生産」，「計画・評価」，「消費・利用」の基礎概念の相互関連性を構造化した。その上で，新たな枠組みで
生物育成を学習するための教科内容構成を体系づけ，農林水産の分野間で共通項目を指導するための学習プロセ
スを提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to propose teaching contents considering the 
commonality in each living from the viewpoint of subject content studies of “technology of 
nurturing living things” in technology education. We examined the relevance of the basic framework 
concerning "nurturing living things" using the ISM structural method and created seven concept 
groups. Framework of teaching contents were constructed by relating the concept groups with the 
learning process of the technology education. Proposed teaching contents of “crop cultivation”, “
aquatic organisms cultivation”, “animal breeding”, and “forestry tree cultivation” could 
recognize and grasped for teachers as the common teaching contents based on the concept and 
framework by "nurturing living things".

研究分野：教科教育学
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１．研究開始当初の背景 
平成 20 年度に中学校技術・家庭科技術分
野で生物育成が必修化され，作物の栽培に加
えて，家畜の飼育や水産生物の養殖まで学習
対象の範囲が広がった。しかし，農林水産の
分野間で教育の共通化が図られておらず，生
物育成に関する学習対象の枠組みすら明確
に定まっていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では，教科内容学の所見を基に，生
物育成において生徒が各発達段階で修得す
るべき技術的な事実，概念，能力を明らかに
し，実用的な指導モデルの構築をめざした。
具体的には技術科教員養成の生物育成に関
する修得基準を策定し，本質的な学習対象を
明らかにした上で，生物育成におけるカリキ
ュラムスタンダードモデルを提示した。また，
新たに定められた生物育成の学習を実施す
るための教材開発を試みた。 

 
３．研究の方法 
まず，産業施設および先進的な教育実践に
取組む現場を全員で視察し，就労者および学
校関係者を対象とした聞き取り調査を実施
した。同時に，教科専門の分担者が中心とな
って，高等学校の教科書や関連する専門雑誌，
学会のトピックを網羅し，海外の事例と比較
しながら，中学校技術科の生物育成で指導す
べき学習対象を抽出した。 
そのうえで，研究者間で適宜意思疎通を図
りつつ，生物育成に関する技術科教員養成修
得基準を策定するとともに，汎用性の高い教
材開発に着手し，生物育成の学習のねらいを
明確化し，教科教育学の視点を踏まえて検討
を重ね，生物育成の学習プロセスを提案した。 
 
４．研究成果 
中学校技術科の生物育成は平成 24 年度に
必修化されたが，学習対象の枠組みすら明確
に定まっておらず，農林水産の分野間で教育
の共通化も図られていなかった。これを受け
て本科研では教科内容学の所見を基に，生物
育成において生徒が各発達段階で修得すべ
き技術的な事実，概念，能力を明らかにし，
学習内容を構成する普遍的な基礎概念の枠
組みを明示した。結果として，生物生産を構
成する「一次生産」，「二次生産」，「計画・評
価」，「消費・利用」の基礎概念の相互関連性
を構造化した。そのうえで，新たな枠組みで
生物育成を学習するための教科内容構成を
体系づけ，農林水産の分野間で共通項目を指
導するための学習プロセスを提案した。すな
わち，「何を教えるか」という知識の質や量
に関して生物育成を構成する基礎概念を整
理し，その教科内容の理念を体系づけたとい
える。 
本科研は教科専門諸科学に立脚した「生物
育成を構成する基礎概念間にみられる相互
関連性の構造化」（基礎的研究）を図り，教

科教育研究として「学習プロセスを整理」（応
用的研究）して教科内容構成を明示したとも
いえる。生物育成に関する系統的な指導法の
確立に向けたグランドラインを作成するた
めに，「作物の栽培」，「動物の飼育」，「水産
生物の栽培」，「林木の育成」の生物生産を構
成する基礎概念を整理した。さらに，その基
礎概念の区分を ISM 構造法により編成し，
生物育成の理論としての学習プロセスを体
系づけた。 
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